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会
長
　
林
　
　
　
健
　
幸

以
前
、
高
校
の
先
輩
の
ご
挨
拶
の
中

で
、
学
び
に
終
わ
り
は
な
い
～
生
涯
現

役
を
目
指
し
て
～
と
い
う
一
文
に
接
し
、

そ
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
幕
末
の
儒

学
者
で
「
言
志
四
録
」
の
著
者
・
佐
藤

一
斉
の
「
少
に
し
て
学
べ
ば
、
則
ち
壮

に
し
て
為
す
こ
と
有
り
。
壮
に
し
て
学

べ
ば
、
則
ち
老
い
て
衰
え
ず
。
老
い
て

学
べ
ば
、
則
ち
死
し
て
朽
ち
ず
」
の
言

葉
に
感
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一

斉
は
当
時
の
儒
学
の
権
威
者
で
、
幕
末

の
指
導
者
の
多
く
は
彼
の
著
書
に
親
し

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も

「
憤
の
一
字
は
、
こ
れ
進
学
の
機
関
な

り
」
発
憤
す
る
こ
と
が
学
び
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
、
そ
の
「
憤
」
に
つ
い
て

の
説
明
と
し
て
「
面
は
冷
な
ら
ん
こ
と

を
欲
し
、
背
は
煖
な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、

胸
は
虚
な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
腹
は
実

な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

私
が
一
斉
の
言
葉
に
接
し
た
の
は
あ
る

程
度
年
齢
を
重
ね
て
の
こ
と
で
す
が
、

先
に
述
べ
た
幕
末
の
指
導
者
た
ち
は
、

二
十
代
、
三
十
代
の
早
い
時
期
に
影
響

を
受
け
て
自
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な

ど
を
学
び
鍛
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
し
話
は
飛
び
ま
す
が
、
人
生
七
掛

け
八
掛
け
説
が
あ
り
、
今
の
自
身
の
年

齢
の
七
掛
け
八
掛
け
が
戦
前
の
実
年
齢

で
あ
る
と
の
説
で
す
が
、
確
か
に
そ
う

思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

今
の
自
分
と
同
じ
年
齢
の
時
、
自
分
の

親
や
そ
の
上
の
世
代
は
も
っ
と
も
っ
と

大
人
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

平
均
余
命
が
伸
び
た
こ
と
も
そ
の
要
因

と
思
わ
れ
ま
す
。
健
康
面
な
ど
肉
体
的

な
部
分
だ
け
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

精
神
年
齢
な
ど
も
そ
う
言
わ
れ
る
と
、

良
い
の
か
悪
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
こ
こ
は
、
サ
ミ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
に
あ
る
ご
と
く

「
青
春
と
は
人
生
の
或
る
期
間
を
言
う

の
で
は
な
く
心
の
様
相
を
言
う
の
だ
」

と
前
向
き
に
捉
え
、
幕
末
の
指
導
者
た

ち
の
精
神
年
齢
に
今
い
る
の
だ
と
考
え

て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一

斉
の
言
葉
に
戻
れ
ば
「
少
年
の
と
き
は

ま
さ
に
老
成
の
工
夫
を
著
す
べ
し
、
老

成
の
と
き
は
ま
さ
に
少
年
の
志
気
を
存

す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
だ
老

成
の
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
老
い
て
学
び
、
少
年
の
志
気
を
心

の
様
相
に
存
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

□文部科学大臣表彰
　○地方教育行政功労者
　　　北塩原村教育委員会� 前教育長　鈴木　力雄
　○学校保健及び学校安全表彰
　　　喜多方市立上三宮小学校� 学校歯科医　佐藤　健一
　○優秀教職員
　　　会津若松市立謹教小学校� 教諭　遠藤奈緒美
　○優良公民館表彰
　　　喜多方市慶徳公民館
　○地域文化功労者表彰　
　　　三島町文化財保護審議会� 会長　⻆田　伊一
□各種功労者知事表彰
　○保健衛生
　　　喜多方市立第一小学校� 学校医　福田　正弘
□県教育委員会表彰
　○地方教育行政功労者
　　　磐梯町教育委員会� 委員　宮森　優治
　○へき地教育功労者　
　　　会津若松市立第二中学校� 校長　小林　　稔
　○社会教育功労施設
　　　会津若松市大戸公民館
　○文化財保護功労団体
　　　慶徳稲荷神社お田植まつり保存会（喜多方市）
　○優秀教職員
　　　会津若松市立第二中学校� 教諭　渡部　裕也
　　　湯川村立勝常小学校� 教諭　佐藤　信野
　○福島県教職員研究論文
　　　入選　磐梯町立磐梯第二小学校�（代表）校長　近野　典男
　　　入選　福島県立葵高等学校� 教諭　村松こずえ

□県学校関係緑化コンクール
 《学校林等活動の部》
　○知事賞・福島民報社社長賞
　　　会津若松市立川南小学校
　○教育長賞
　　　会津若松市立湊小学校
 《学校環境緑化の部》
　○知事賞・福島民友新聞社社長賞
　　　会津若松市立大戸小学校
　○教育長賞
　　　会津若松市立川南小学校
　○関東森林管理局長賞
　　　会津若松市立湊小学校
　○福島県森林組合連合会会長賞
　　　喜多方市立第一小学校
□県学校歯科保健優良校表彰
　○優秀賞
　　　磐梯町立磐梯第一小学校
　　　喜多方市立松山小学校
　　　喜多方市立上三宮小学校
　　　湯川村立笈川小学校
　　　喜多方市立第一小学校
　　　磐梯町立磐梯中学校
　○努力賞
　　　磐梯町立磐梯第二小学校
　　　猪苗代町立長瀬小学校
　　　喜多方市立駒形小学校
　　　湯川村立勝常小学校
　○奨励賞
　　　北塩原村立裏磐梯小学校
　　　湯川村立湯川中学校

　○優秀活動奨励賞
　　　会津若松市立大戸小学校
□学校保健表彰（学校保健功労者）
　　　喜多方市立上三宮小学校� 学校医　鳴瀬　　淑
　　　会津若松市立湊小学校・松長小学校・湊中学校
� 学校医　渡邉　一志
　　　会津若松市立城西小学校� 学校歯科医　森川　公博
　　　喜多方市立関柴小学校� 学校歯科医　大塚　久高
　　　喜多方市立塩川小学校・姥堂小学校・塩川中学校
� 学校歯科医　齋藤　礼治
��○学校安全ボランティア活動奨励賞
　　　磐梯町立磐梯第二小学校子ども見守り隊
□県学校給食会優良団体・功績者表彰
　○優良団体
　　　会津若松市河東地区学校給食センター
　○学校給食功労者
　　　柳津町・三島町学校給食センター� 調理員　齋藤　福子
　○県教育長賞（県産食材活用部門）
　　　喜多方市喜多方学校給食共同調理場
□ふくしまっ子ごはんコンテスト（学校賞）
　　　会津若松市立神指小学校
　　　北塩原村立裏磐梯小学校
　　　会津若松市立大戸中学校
　　　福島県立会津学鳳中学校
□食育推進優秀校表彰
　○優秀賞
　　　磐梯町立磐梯第二小学校
　　　喜多方市立山都小学校
　○優良賞
　　　西会津町立西会津中学校
� （令和５年２月１７日現在）

令和４年度　各　種　受　賞　紹　介　　（ 敬称略 ）
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　会津美里町は国宝１件（県内３件のうちの１つ），国
指定１１件，県指定１７件，町指定８７件の計１１６件
もの指定文化財を保有する文化財の宝庫であり，歴史の
町とも言われています。しかし，現代においては，これ
まで大切に守られてきた文化財や伝統行事などに触れる
機会によって結びついていた地域との関係性が薄れつつ
あります。町教育委員会は，目標の一つに「文化財の保
存・活用と地域文化の継承」をあげており，先人から受
け継いだ貴重な文化遺産を次の世代に伝え，子どもたち
がふるさとを愛する心や地元への誇りをもって成長して
くれることを願っています。

　町内の小学校では，
児童が郷土の偉人であ
る天海大僧正の功績に
ついて学べるように，
６年生で出前授業を行
っています。天海は，
会津美里町の出身で，
幼いころに龍興寺（国

宝保有）で得度したのち，各地を遍歴して就学を重ねま
した。会津領主蘆名氏をはじめ，武田信玄，特に徳川家
康，秀忠，家光の３代に仕え，絶大な信頼をうけ政治的・
宗教的な支えとなっていた人物です。授業後の感想には，
「名前は知っていたけれど，それ以外は初めて知りました」
「徳川家康を支えていたなんてすごい」など素直な感想
が寄せられました。天海は１０８歳で没後，朝廷から慈
眼大師の名を贈られました。町のキャラクター「あいづ
じげん」はここから名づけられたものです。
　地域の伝統行事で有名なのは，中世後期（１５００年
ごろ）から続く，伊佐須美神社の「御田植祭」です。獅
子追いや早乙女による田植えなど，小中学生も元気に参
加します。他にも，へびの御年始，大俵引き・高田初市，
西勝の彼岸獅子舞，田子薬師堂花祭り，太々神楽，高橋
の虫送り，瀬戸市など，地域に根差した伝統行事が子ど
もたちによって，大切に受け継がれています。
これからも，地域学校協働活動をさらに充実させ，ふ

るさとを愛し，ふるさとを誇れる子どもたちを育ててい
きたいと思います。

　今年４月に教育長に就任し，早いもので８カ月が過ぎ
ました。磐梯町では現在，令和２年度に策定された「磐
梯の教育Ⅴ」を進めておりますが，感染症の拡大に対応
できる基盤づくりとデジタル化の進展に伴い，通信ネッ
トワークをさらに活用した教育の技術革新が必要不可欠
であることから「磐梯の教育Ⅵ」の策定作業を進めてお
ります。
　磐梯町のまちづくりの基本理念は「自分たちの子や孫
たちが暮らし続けたい魅力あるまちづくり」であり，こ
れを受けて「磐梯の教育Ⅵ」の目標では「子どもたちが
磐梯で学び育ったことを誇りにもち，未来をたくましく
生き抜くことができる教育を目指します」を掲げました。
「磐梯町ならでは」の特色ある教育は，次のとおりです。
〇　磐梯で学び育ったことを誇りにもつ教育
　⃝�　磐梯の良さ（豊かな文化や歴史，自然）を生かし，

「磐梯の教育Ⅵ」策定に向けて
磐梯の「人」「もの」「こと」との交流を通した教育
を行います。

　⃝�　「磐梯版ネウボラ※」により，磐梯町で育つ子ど
もたちを切れ目なく支援します。

　⃝�　保護者や地域と共にある教育を行います。
〇　未来をたくましく生き抜ける教育
　⃝�　幼小中の教職員が連携し，全ての子どもたちの可
能性を引き出す教育を行います。

　⃝�　幼小中の「つながり」を意識した，磐梯町ならで
はの教育を行います。

　⃝�　夢の実現に向かって，自分自身を向上させていく
ための教育を行います。

　これらの実現に向けて６つの重点事項を掲げ，磐梯町
の良さを生かしＳＤＧｓの視点を踏まえた学びを推進す
る予定でおります。
　また，磐梯町は英語教育にも力を入れており，令和５
年度からニュージーランドとの教育語学交流を進めてい
く予定でおります。

　　※ネウボラ：��子育ての悩みをもつ親や家族が気軽に
相談できる場所

我がまちからの情報発信我がまちからの情報発信

郷土を誇り、郷土とともに

会津美里町教育委員会

磐梯町教育委員会教育長

髙　梨　哲　夫

出前授業の様子
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学校教育課

総務社会教育課
家庭教育からの不登校支援家庭教育からの不登校支援
～家庭教育リーフレット～～家庭教育リーフレット～

文部科学省が毎年実施している「令和３年度児童生徒
の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査
結果」が公表されました。その調査によると福島県内の
不登校児童生徒の数が過去１０年間で最も多い数となっ
ております。会津地区も同じような状況で，急激に増加
している状況です。
そこで，地域家庭教育推進会津ブロック会議では，令

和３年度から右下に掲載した年次計画により「家庭教育
からの不登校支援」の在り方について検討してきました。
特に次の２つの視点を中心に話合いを行いました。１つ
目の視点は，「親子・家族相互の関わり方」についてです。
「普段から子どもに対して家族がどう関わることが大切か」
や「子どもが学校へ行きたくないと言った時，親として
何をすべきか」について検討しました。２つ目の視点は，
「家庭への支援の在り方」についてです。学校，ＰＴＡ，
行政，家庭教育支援チーム，企業として，「どのような
支援ができるのか」や「どう連携すればよいか」など，
様々な立場の委員の皆様から意見を出していただきまし
た。その意見を集約し，保護者に向けて家庭教育支援リ
ーフレットとして発信していくこととしました。
３年次計画の２年目となる今年は，１年目に協議した

内容を基にリーフレットの原案を作り，さらに良いもの
にしようと内容を検討しているところです。リーフレッ
トに掲載できる情報には限りがあるため，さらに詳しい
内容や情報は，会津教育事務所のホームページに掲載し
ていきたいと考えております。計画の最終年度となる令
和５年度内に完成させ，会津域内の幼，小，中，義務教
育学校，高等学校，特別支援学校へ発信していきたいと
思います。そのリーフレットを通して親子関係を見つめ
直すきっかけとなれば幸いです。

本事業は，令和３年度から県内７地区の推進地域にお
いて，「豊かな言語活動を通した小中連携の授業のあり方
～英語による発信の強化を目指して～」を共通テーマに，
授業実践に取り組んでいます。会津域内では，拠点校と
して会津若松市立第五中学校と会津若松市立城南小学校，
協力校として会津若松市立門田小学校の３校が，推進指
定校として実践研究を行っています。事業の２年目とな
る今年度は，特に小学校第５学年，第６学年及び中学校
第２学年の児童生徒を実践対象とし，英語による発信力
（小学校ではスピーキング力，中学校ではスピーキング
力とライティング力）の強化を図っています。これらの
力の伸びを，小学校では，パフォーマンステストコンテ
ンツの利用により，中学校では英語外部試験の受検によ
り，それぞれ追跡調査を行っています。

中学校区では，定期
的に小・中学校の外国
語担当教員が集まり，
日頃の互いの取組や実
践を情報交換して協議
を重ね，外国語教育の
系統性や一貫性を意識
した中学校区のＣＡＮ

タブレットを活用したパフォーマ
ンステストコンテンツによる学習

若松第五中学校区のグランドデザイン

－ＤＯリスト（英語を使って具体的にどのようなことが
できるかをリスト化したもの）とグランドデザインを作
成しました。
また，それぞれの拠点校で，域内の小・中学校の外国

語担当教員を対象に外国語科の授業を公開し，研究協議
会を開催しました。今後も中学校区でＣＡＮ－ＤＯリス
トを活用した授業を積極的に実践し，リストの内容をよ
り児童生徒の実態に合わせて改善していくとともに，
小・中学校の連続性を意識した効果的な指導や評価のあ
り方を追究していきます。

小中英語パートナーシップ事業小中英語パートナーシップ事業
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各学校の特色ある取組紹介

喜多方市立上三宮小学校は，令和４年度より一定の条
件のもとで通学区域外から児童の入学・転校を認める小
規模特認校として，学び合いを中心とした学習や英語教
育，体験活動の充実など，コミュニケーション力の育成
をめざした特色ある教育活動に取り組んでいます。
総合的な学習の時間には，外部講師を招いてプログラ
ミング学習を行っており，その時間を本校では「みらい
創造科」と呼んでいます。
「みらい創造科」は，主にマイクロビットという教育
向けマイコンボードを活用し，コンピュータに意図した
処理を行うよう指示をする活動を通して，プログラミン
グ的思考を身につけることをねらいとしています。
また，既存のアプリケーションを活用した映像編集に
挑戦し，撮影した動画の必要な部分だけをつなぎ合わせ
たり，テロップを入れたりしながら，試行錯誤を繰り返

して自分だけの動画作品
を作る活動にも取り組ん
でいます。
どちらの活動でも，プ
レゼンテーション能力の
向上のため，各種コンテ
ストへの参加やオープン
スクールでの発表など，
表現の機会も大切な学び
の場としています。
一人一台配付されているタブレットＰＣを活用し，そ
れぞれの思いを形にする創造的な学びを，小規模特認校
としての強みを生かして，これからもさらに深めていき
たいと思います。

主体性・表現力を伸ばす 「みらい創造科」 の取組主体性・表現力を伸ばす 「みらい創造科」 の取組 喜多方市立上三宮小学校

みらい創造科の授業

　三島町立三島小学校では，総合的な学習の時間で「三
島町のよさを見つめて」をテーマに探究学習を展開して
います。
　今年度の６年生は，修学旅行先で自分たちの町をＰＲ
する活動に取り組みました。それは，三島町の自然や文
化，産業などについての探究が進むにつれて，自分たち
の町の魅力をもっと多くの人たちに発信したいという子
どもたちの思いが膨らんできたからです。そこで，町を
ＰＲするパンフレットを制作し，配付する活動へと学習
を発展させました。
　子どもたちが作ったパンフレットには，三島町の宿や
食，景色，さらに町でできる体験などが写真やイラスト
とともに手書きで紹介され，子どもたちの目線によるお
すすめポイントや魅力が伝わるようメッセージなどが添
えられました。もちろん写真の使用にあたって関係先か
ら許諾をいただくことも，子どもたちが行いました。

　修学旅行では，約５０部のパ
ンフレットを宮城県松島町内や
青葉城址で配ることができまし
た。初めは，受け取ってもらえ
るだろうかと不安そうな子ども
たちでしたが，勇気を出して話
しかけ，街の人や観光客の方た
ちから「すごいね」「よくでき
ているね」などの言葉をいただ
くと自然と笑みがこぼれ，安堵
感とともに充実感がうかがえま
した。
　これからも，子どもたちが三
島愛を育みながら町の未来や自分たちの未来を自分事と
して捉え，考えを深めていく学習を続けていきたいと思
います。

修学旅行先でふるさとＰＲ修学旅行先でふるさとＰＲ 三島町立三島小学校

手作りパンフレットで
三島町をＰＲ

（宮城県松島町にて）

　令和３年度の本
校の不登校生徒は
多数おり，この他
に家庭環境に起因
した様々な問題が
起きていて，これ
らの改善が課題と
なっています。昨
年，主任児童委員
の相談チラシが各

家庭に配付された直後に，本校生徒からある相談が寄せ
られました。担当の主任児童委員の方から学校へ情報の
提供があり，一緒に状況を確認しながら助言を行ったり，
保護者と面談していただいたりして解決に至りました。

　この事例を踏まえ，令和４年６月から月に２日ほど，
主任児童委員の方に，本校の図書室に来ていただいてい
ます。生徒と会話したり，読書したりした後には，各地
区担当の情報を共有し，困っている家庭や生徒がいない
か確認します。今年度も既に複数の相談があり，保護者
と面談していただきました。主任児童委員の方から相談
ポストの設置やス
クールカウンセラ
ーとの懇談の時間
を設けるなど新た
な提案もあり，学
校と福祉の接続が
進められていると
ころです。

学校と福祉の接続学校と福祉の接続 会津若松市立第一中学校

各地区担当からの情報交換

生徒と読書する主任児童委員


